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扇石 U. -長男乙●乳か
全nてとること 

警競灘二I血 
ガ 7,7主しい 

4グループにわか

れ未来の農業につ

いて話し合った後、 

意見発表が行われ

参加者は真剣に聞

いていました。 

か更，ハ 

男女共豚画社会勅汽 

熱転智あ肩農業 

菊 

胃奏おリ1 EtI, 
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市
で
は
、
今
年
度
策
定
す
る
男
女
共
同
参
画

計
画
に
反
映
さ
せ
る
た
め
、
農
村
で
働
く
女
性

の
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
を
七
月
六
日
、
産
経
会
館

で
行
い
、
家
事
と
農
業
を
両
立
さ
せ
る
女
性
た

ち
三
十
人
が
夢
の
あ
る
農
業
や
男
女
共
同
参
画

社
会
の
実
現
に
向
け
活
発
な
意
見
交
換
を
し
ま

し
た
。
 

意
見
交
換
で
は

「
家
事
か
ら
解
放
さ
れ
た
い
」
 

「
夫
に
も
家
事
を
手
伝
っ
て
ほ
し

い
」
な
ど
切

実
な
声
や
伝
統
行
事
の
復
活
を
さ
せ
地
域
の
活

性
化
を
図
る
意
見
が
発
表
さ
れ
、
参
加
者
は
将

来
の
農
業
に
つ
い
て
語
り
合
っ
て
い
ま
し
た
。
 

、 
j

l ~I 

農
村
で
働
く
女
性
の
ワー
ク
シ
ョ
ツフ
〕
 

あ
る
鱗
半
を
男
タ葡
参
裏
多

p舞
喧
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n広、ノ1
開かれ参行政を目指して 

」（娠川目から五所川二市情報公締’度が始まります 

情報公開条例は、市の実施機関が保有する公文書の閲

覧や写しの交付を請求できる制度です。これまで以上に

市民参加による公正で民主的な行政一住民自治を実現す

るためにも、この制度を是非ご活用ください。 

◇公文書を開示する実施機関 

市長、教育委員会、選挙管理委員会、監査委員、農業委員会、I 川 

定資産評価審査委員会及び議会 

◇開示請求の対象となる公文書 
、 

	

	平成12年10月 1日以降に、実施機関の職員が職務上作成し、また 

は取得した文書、図画及び電磁的記録であって、組織的に用いるも

のとして実施機関が保有しているもの。 

◇開示されない情報 
情報公開条例では、すべての公文書を公開することを原則としていますが、次のいずれかに該当する 

情報が記録されている公文書については、公開することができない場合があります。 

1．法令または他の条例の規定により公にすることができない情報 

2．行政内部における審議、検討または協議に関する情報であって、公にすることにより、協力関係 

が著しく損なわれる情報 

3．特定の個人を識別できる情報 

4．公にすることにより、法人等の正当な利益を害するおそれがある情報 

5．公にすることにより、犯罪の予防等公共の安全と秩序の維持に支障が生ずるおそれがある情報 

6．行政内部における審議、検討、調査、研究等に関する情報であって、公にすることにより、将来 

著しい支障が生ずるおそれがある情報 

' 	7．公にすることにより事務事業の適正な遂行に支障を及ぼすおそれがある情報 

※ このほか、公文書が存在しているかどうか答えることができない場合があります。 

◇公開の方法・費用 
公開の方法は、公文書を閲覧、写し（コピー）の交付で行います。写しに要する費用は実費負担となり

ます。また、郵送を希望される場合は郵送料も必要となります。 

◇決定に不服があるとき 
請求のあった公文書が公開できない場合は、通知書にその理由を示しますが、その決定に納得がいか

ない場合は、実施機関に対し行政不服審査法に基づく不服申立てができます。 

広報9月1日号では、請求から開示までの流れ、 

開示請求の方法などについてより詳しく皆様に

お知らせいたします。 

総務課 内線 403 ’毒”W奪 	舞 
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全
国
で
初
め
て
で
す
 

独
 
暮
ら
し
の
老
人
に
身
分
証
交
付
 

七
和
住
民
協
議
会

ー
 

全
国
大
会

で
 

頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
 

五
所
川
原
消
防

署
救

助
隊

員
 

い
よ
う
に
さ
ら
に
ス
ピ
ー
ド
と
技
術
に

磨
き
を
か
け
上
位
を
目
指
し
ま
す
」
と

抱
負
を
語
っ
て
い
ま
し
た
。
 

、
  

ふ
れ
あ
い
と
対
話
が

築
く
明
る
い
社
会
 

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
市
民
集
会
 

東
北
地
区
支
部
消
防
救
助
技
術
指
導

会
に
出
場
し
二
位
の
成
績
を
収
め
、
全
 

緊急連絡カード 

わたしの身分証です 

七
和
住
民
協
議
会

（
松
山
興七
郎
会

長
）
は
、
七
十
歳
以
上
の
独
り
暮
ら
し

の
住
民
を
対
象
に
し
た
「
わ
た
し
の
身

分
証
」
を
作
成
し
、
七
月
十
八
日
、
コ

ミ
ユ
ー
）テ
ィ
セ
ン
タ
ー
七
和
で
松
山
会

長
が
一
人
ひ
と
り
に
手
渡
し
ま
し
た
。
 

同
証
明
書
は
独
り
暮
ら
し
の
高
齢
者

が
万
が
ー
の
事
故
や
災
害
な
ど
の
際
に

関
係
機
関
が
迅
速
に
対
応
で
き
る
よ
う

緊
急
時
の
連
絡
先
、通
院
病
院
名
、血
液

型
な
ど
が
記
載
さ
れ
、
住
民
協
議
会
が

発
行
す
る
の
は
全
国
で
も
初
め
て
で
す
。
 

写
真
入
り
の
カ
ー
ド
を
交
付
さ
れ
た

横
津
ヲ
ン
さ
ん
は
、
 「
い
つ
ど
こ
で
事

故
に
遭
う
か
分
か
ら
な
い
の
で
大
変
助

か
り
ま
す
。
毎
日
首
に
か
け
て
歩
き
ま

す
」
と
喜
ん
で
い
ま
し
た
。
 

カ
ー
ド
交
付
一
覧

（
交付
対
象
三
十

五
人
）
は
、
五
所
川
原
警
察
署
七
和
駐

在
所
や
五
所
川
原
消
防
署
東
分
署
、
地

元
の
町
内
会
長
、
民
生
委
員
に
配
布
さ

れ
、
対
象
者
が
万
一
事
故
に
あ
っ
た
場

合
は
地
域
全
体
で
対
応
す
る
態
勢
が
整

え
ら
れ
て
い
ま
す
。
 
 

国
大
会
に
出
場
が
決
ま
っ
た
五
所
川
原
 
七

月
は
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

消
防
署
救
助
隊
員
（
加
納
君
章
消
防
副
 
強

調
月
間
」
と
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
に

士
長
ほ
か
五
名
）
が
七
月
十
九
日
、
成
 
呼

応
し
七
月
十
九
日
、
 「第
五
十
回
社

田
市
長
に
報
告
し
健
闘
を
誓
い
ま
し
た
。
 
会
を
明
る
く
す
る
運
動
市
民
集
会
」
が

種
目
で
あ
る
ロ
ー
プ
ブ
リ
ッ
ジ
救
出
 
オ
ル

テ
ン
シ
ア
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
集

は
ビ
ル
と
ビ
ル
の
間
を
ロ
ー
プ
を
渡
し
 

会
に
は
市
民
ら
三
百
五
十
人
が
参
加
し

火
災
現
場
の
人
を
救
出
す
る
こ
と
を
想
 
犯
罪

や
非
行
の
な
い
明
る
い
社
会
を
作
 

定
し
ス
ピ
ー
ド
を
競
う
も
の
で
す
。
 

る
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。
 

「熊
本
県
で
の
全
国
大
会
で
は
五
所
 
開
会
に

あ
た
り
成
田
市
長
が

「
ふ
れ

川
原
消
防
署
の
名
前
を
汚
さ
な
い
よ
う
 
あ
い

と
対
話
が
築
く
明
る
い
社
会
が
実

研
錆
を
積
ま
れ
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
」
 
践
さ
れ

地
域
住
民
の
理
解
と
協
力
の
も

と
市
長
か
ら
の
激
励
を
受
け
、
加
納
さ
 

と
犯
罪
や
非
行
を
防
止
し
ま
し
ょ
う
」
 

ん
は
、
 「各
都
道
府
県
代
表
に
負
け
な
 

と
あ
い
さ
つ
し
た
後
、
中
央
小
学
校
六
 
 

年
生
に
よ
る
「中
央
小
ソ
ー
ラ
ン
」
が披

露
さ
れ
会
場
か
ら
は

一
糸
乱
れ
ぬ
踊
り

に
大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
 

、中
国
山
西
省
運
城
地
区
の
ノ

中
医
院
柴
瑞
霧
院
長
来
訪
 

、
医
学
設
備
な
ど
視
察

、
 

七
月
二
十
一
日
、
中
国
山
西
省
運
城

地
区
の
中
医
院
柴
瑞
需
院
長
ら
一
行
五

人
が
市
役
所
を
訪
れ
ま
し
た
。
 

こ
れ
は
昨
年
、
永
済
市
長
が
訪
問
さ

れ
産
業
、
教
育
、
文
化
関
係
を
視
察
し

た
こ
と
に
続
く
も
の
で
、
今
回
は
、
日

本
の
医
療
技
術
や
管
理
方
式
の
研
修
が

目
的
で
、
西
北
中
央
病
院
や
増
田
病
院

を
視
察
し
ま
し
た
。
 

中
国
の
漢
方
医
学
の
権
威
で
あ
る
柴

院
長
ら
は
、
西
北
中
央
病
院
な
ど
の
最

新
設
備
を
見
学
し
日
本
の
技
術
に
驚
い

て
い
ま
し
た
。
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夏
の
省
工
ネ
ル
ギ

ー
 

対
策
の
お
願
い
 

企
画
課
 

内
線
4
6
ー
 

平
成
十
二
年
度
出
稼
協

会
総
会
を
開
催
し
ま
す
 

商
工
観
光
課
内
 
市
出
稼
協
 

会
事
務
局
 
内
線

3
9
4
 

●

8
月
1
6日
困
 
1
3時

、
 

ホ
テ
ル
サ
ン
ル
ー
ト
五
所
川
原
 

◇
申
込
み
 

参
加
申
込
み
は
、
各
地
区
協
会
役
員
 

か
、
事
務
局
ま
で
連
絡
を
お
願
い
し
ま
 

す
。
 

な
お
、
当
日
年
会
費
5
0
0
円
お
願
 

い
し
ま
す
。
 

◇
会
員
募
集
 

ど
な
た
で
も
加
入
で
き
ま
す
。
皆
さ
 

ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
 

す
。
 

国
民
年
金
口
座
振
替
の
ご
案
内
 

国
保
年
金
課

内
線
2
1
2
5
2
1
3
 

今
ま
で
毎
月
納
め
て
い
た
国
民
年
金

保
険
料
も
、
ロ
座
振
替
な
ら
一
度
の
申

し
込
み
で
後
は
自
動
的
に
保
険
料
が
納

め
ら
れ
ま
す
。
忙
し
く
て
な
か
な
か
金

融
機
関
に
行
け
な
か
っ
た
り
納
め
忘
れ

が
ち
な
方
に
も
大
変
便
利
で
す
。
 

ロ
座
振
替
の
手
続
き
は
、
金
融
機
関
 

（郵
便
局
も
含
む
）
に
 

L
 
国
民
年
金
保
険
料
納
付
書
 

乙
 
預
金
通
帳
 

a
 
金
融
機
関
届
出
印
 

を
持
参
す
る
だ
け
で
簡
単
に
で
き
ま
す
。
 

ま
た
、
申
し
込
み
は
年
金
係
窓
口
と

推
進
員
も
受
付
し
て
い
ま
す
。
 

便
利
で
確
実
な
口
座
振
替
を
、
ぜ
ひ
 

）」利
用
く
だ
さ
い
。
 

知
的
障
害
者
の
た
め
の
オ
ー
プ

ン
カ
レ
ッ
ジ
を
開
催
し
ま
す
 

知
的
障
害
者
授
産
施
設
 
福
祉
シ
ョ

ッ
プ
西
部
分
場
 
つ
が
る
工
房
（
代

表
）
菊
地
久
子
 
買

3
4)
81
8
8
 

日
頃
、
学
ぶ
機
会
の
な
い
知
的
障
害

者
の
人
達
に
大
学
を
「
開
放
」
し
、
生

涯
教
育
の
場
を
提
供
し
ま
す
。
 

ま
た
、
当
日
は
健
康
講
座
「
我
が
国

の
疾
病
傾
向
と
健
康
問
題
」
も
開
催
し

ま
す
の
で
多
数
の
ご
参
加
を
お
願
い
し

ま
す
。
 

●

8
月
1
1日
岡
 
1
3時
よ
り
 

中
央
公
民
館
 

◇
内
容
 

①
ォ
ー
プ
ン
カ
レ
ッ
ジ
 
第
1
会
議
室
 

②
健
康
講
座
 

「我
が
国
の
疾
病
傾
向
と
健
康
問
題
」
 

視
聴
覚
室
 

◇
講
師
 

皇
撃
館
大
撃
社
会
福
祉
学
部
 

建
部
久
美
子

氏
 

◇
対
象
者
 

知
的
障
害
者
及
び
そ
の
家
族
 

◇
受
講
料
 
無
料
 

※
詳
し
く
は
つ
が
る
工
房
（
お
問
い
合
 

わ
せ
く
だ
さ
い
。
 

中
央
公
民
館
「
み
ん
な
の

ギ
ャ
ラ
リ

ー
」
展
示
紹
介
 

中
央
公
民
館
 
容
（
3
5)6
0
5
6
 

●

7
月
1
8日
因
、
8
月
8
日
因
 

◇
2
階
ギ
ャ
ラ
リ
ー
 

「
五所
川
原
立
俵
武
多
」
写
真
展
 

※
平
成
8
年
か
ら
1
1年
ま
で
撮
影
し
 

た
作
品
展
で
す
。
 

◇
3
階
ギ
ャ
ラ
リ
ー
 

「
と
って
お
き
の
五
所
川
原
」
写
真
展
 

※
五
所
川
原
郵
便
局
主
催
の
「
第
2
 

回
と
っ
て
お
き
の
五
所
川
原
写
真
 

展
」
応
募
作
品
の
展
示
。
 

⑨
み
ん
な
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
展
示
希
望
の
 

方
は
お
気
軽
に
中
央
公
民
館
ま
で
お
 

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
 

⑥
8
月
1
0日

困
  
1
0時
、
1
2時

市
役
所
1
階
  
相
談
室
 

担
当
相
談
員
 
阿
部
 
昭
雄
さ
ん
 

⑨
8
月
2
4日
困
  
1
3時
、
1
5時

市
役
所
1
階
  
相
談
室
 

担
当
相
談
員
 
演
田
 
健
司
さ
ん
 

エ
ネ
ル
ギ
ー
使
用
の
効
率
化
と
地
球

環
境
問
題
か
ら
、
各
家
庭
に
お
け
る
省

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
実
践
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
 

エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
が
増
大
す
る
夏
に

向
け
て
次
の
こ
と
を
心
が
け
、
省
ェ
ネ

ル
ギ
ー
に
努
め
ま
し
ょ
う
。
 

〇
冷
房
中
の
室
温
は
2
8度
を
下
回
ら
な

い
よ
う
細
め
な
調
節
に
努
め
ま
し
ょ
 

う
。
 

〇
お
風
呂
の
連
続
入
浴
に
努
め
、
入
浴

時
の
シ
ャ
ワ
ー
の
流
し
っ
ぱ
な
し
を

や
め
ま
し
ょ
う
。
 

〇
電
気
製
品
の
主
電
源
を
細
め
に
切
り

ま
し
ょ
う
。
 

〇
照
明
を
細
め
に
消
灯
す
る
こ
と
に
努

め
ま
し
ょ
う
。
 

〇
冷
蔵
庫
に
物
を
詰
め
す
ぎ
な
い
よ
う

努
め
ま
し
ょ
う
。
 

4
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善
意
の
花
か
こ
 

5
ど
う
も
あ
り
が
と
う
こ
ざ
い
ま
し
た
5
 

⑨
社
会
福
祉
協
議
会
へ
 

〇
五
所
川
原
市
建
築
組
合

（
長
内秀
五
 

郎
組
合
長
）
H
二
万
二
千
四
百
円
。
 

〇
ま
る
み
そ
ば
店

（佐
藤
光
明
店
主
）
 

H
二
万
円
。
 

〇
裏
千
家
和
啓
会

（
江
渡宗
稚
代
表
 

H
一
一
一
万
六
千
六
百
四
十
三
円
。
 

o

津
軽
金
山
焼

（松
宮
俊
洋
代
表
取
締

役
）
H
二
万
一
千
六
百
円

（
津軽
金

山
焼
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
の
益
金
の
一
部
）
。
 

o

五
所
川
原
第
一
J
R
c
一
同
H
八
百

八
十
五
円

（
文
化
祭の
益
金
）
。
 

〇
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カ
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ナ
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2
0
0
0
五
所
川
原
歓
迎
委
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会
（
冨
田
重
照
会
長
）
H
五
万
円
 

（
五
所川
原
歓
迎
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
益
金
）
。
 

〇
地
中
海
料
理
パ
タ
ー
タ
（
北
津
智
代

表
）
H
三
万
円
（
う
っ
ち
ゃ
ん
バ
ン

ド
＆
地
中
海
料
理
の
タ
べ
の
デ
ィ
ナ
 

ー
シ
ョ
ウ
益
金
）
。
 

ティナーショ の益金を渡す北津さん 

'
 

'
 



～あなたのところにも100円バスが運行されます～ 

五所川原商工会議所と弘南バスでは、多くの市民の皆さんに夏まつり「五所川原立侵武多」を

楽しんでいただくため、臨時100円バスをまつり期間中運行します。 

0 運行期間 8 月 3 日（木）~8日（火） 

● 運 	賃 一律1 00円（小学生以下無料） 

0 バスは、中型バスを使用します。 

運行コース及 

注意 予定時刻がない停留所もバスは停車します。 

※なお、時刻についてはだいたいの目やすですのでご了承ください。 

国ま露非lli筋ょ 市 

毘沙門コ―ス 往 	路 復 	路 

毘 	沙 	門 17 : 30 18 :30 A21 :40 22 : 40 
毘沙門十文字 

桜 	 田 

川 	 山 17 : 37 18 :37 21:33 22 : 33 
川 	山 西 口 

中 

県 営 住 宅 前 17:40 18 :40 21:30 22 : 30 
集 会 所 前 

若葉団地東口 

若葉団地西口 

駅裏商工会館職員駐車場 v 17: 50 18 : 50 21:20 22 : 20 

藻川コース 往 路 復 路 

下 17 : 30 18 : 30 ▲ 21 】 40 22 : 40 
藻川小学校前 

下 藻 川 入 口 

上 

三 好 橋 前 17 :34 18 :34 21 :36 22 : 36 
三 好 支 所 前 

農 	協 	前 

鶴 	ケ 	岡 

福 井 通 	り 

高 	 瀬 

上 	高 	瀬 

下 

田 17 :41 18 : 41 21 :29 22 : 29 
上 

第 	2 	若 葉 

五所川原小学校前 

新 	 宮 

末 	広 	町 

柏 	原 	町 

大 	 町 

駅裏商工会館職員駐車場 + 17 : 50 18 :50 21 :20 22 : 20 

前田野目コ―ス 往 	路 復 	路 

前 田 野 目 17:20 18 :20 ▲ 21 :44 22 : 44 
狼 野 長 根 

原 子 17:23 18 :23 21 :41 22:41 
俵 元 

福 山 

浅 井 17:29 18 :29 21 :35 22 : 35 
七 ッ 館 

梅 田 北 口 

広 田 17:33 18 :33 21 :32 22 : 32 
稲 実 入 口 

稲 実 

三 ッ 屋 口 17:37 18 :37 21 :28 22 : 28 
水 野 尾 

水 野 尾 北 口 

末 広 口 

米 田 

駅裏商工会館職員駐車場 ▼ i7:48 18 :48 21 :20 22 : 20 

高野コ―ス 往 	路 復 	路 

上 高 野 17:20 18 : 20 ▲ 21 :47 4
'
 

4
'
 

4
'
 

nJ
 

9］
 
。
ノ
山
 
 

2
2
 

2
2
 

2
2
 

2
2
 2
22
2
 

 

7
 
5
 
0
 

1
 
7
0
  

高 野 

高 野 北 口 

上 持 子 沢 17:23 18 :23 21 :45 
下 持 子 沢 

東 高 校 通 り 

中 泉 入 口 17:30 18 :30 21 :40 
下 

梅 

梅 田 

梅 

田 

北 

田 

口 

口 

広 田 

柳 沼 

姥 蒐 南 口 17:39 18 :39 21 :31 
姥 落 

イトーョーカ堂前 17 :43 18 :43 21 :27 
駅裏商工会館職員駐車場 v 17 : 50 18 :50 21 :20 
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所川原商工会議所  二＝三。．桧 35-2121 
弘南バス姻五所川原営業所 電話 35-3212 臨時バス問い合わせ 

一
 

平成12年度 

「五所川原立仮武多」 
主な行事予定 

8 月 3日困 19:30 
・第51回花火大会 （岩木河原） 

8 月 4 日岡 19 】 00 
・主侵武多、ねぷた運行（市内一円） 

8 月 5日田 19:00 
・寺侵武多、ねぷた運行（市内一円） 

8 月 6日同 19:00 
・立仮武多、ねぷた運行（市内一円） 

8 月 7日旧） 9:00 
●第18回西北五小学校相撲大会 

●第46回西北五中学校相撲大会 

（菊ケ丘運動公園相撲場） 

ノノ 	19 】00 
●立侵武多、ねぷた運行（市内一円） 

8 月 8日因 19:00 
●立候武多、ねぷた運行（市内一円） 

◆発着場所案内図 

赤～いりんご並木道 P至松島町  
（ 	 一 唖く）画 一 通ノ ‘- 

N.- 

中
谷食
品
 

この時刻表は、8月3日～8日までの時刻表です。 

時刻表をポケットにしのばせてお間違いのないようにお願いします。 

俵元コ―ス 往 路 復 	路 

俵 	 元 17 :30 18 :30 A21 :44 22 : 44 
二 中 校 前 

野 里 南 口 

野 	 里 17 :33 18 :33 21:41 22:41 
長橋小学校入口 

長 橋 支 所 前 

神 	 山 17 :36 18 :36 21:38 22 : 38 
少年自然の家 

上 松 野 木 17 :38 18 :38 21:36 22 : 36 
松 	野 	木 

老人ホ一ム青山荘 17 :40 18 :40 21:34 22 : 34 
金 	 山 

田 	 中 

悪 	 戸 

悪 	戸 	口 17 :44 18 :44 21:30 22 : 30 
駅裏商工会館職員駐車場 ▼ 17 : 54 18 : 54 21: 20 22 : 20 

戸沢コ―ス 往 	路 復 	路 

朝 	日 沢 田 17:20 18:20 A 22 : 00 23 : 00 
戸 沢 入 口 

石 	田 	坂 

若 	 山 

大 開 入 口 

金 山 東 口 

平 	 町 

職能短期大学 17:30 18 : 30 21: 50 22 : 50 
飯 詰 十 文 字 

飯 詰 支 所 前 

飯 	 詰 

五 本 	ノ 	松 

下 	岩 	崎 17:40 18:40 21:45 22 : 45 
飯 詰 駅 通 り 17:45 18:45 21:40 22 : 40 

の 	坪 

石 	 畑 17:48 18:48 21:37 22:37 

尻 

十 川 橋 前 17:50 18 : 50 21:35 22 : 35 
駅裏商工会館職員駐車場 v 18 : 05 19:05 21:20 22 : 20 

※なお、立倭武多運行が中止の場合は100円バスも運休します。 

お祭リの問い合わせ★五所川原立侵武多大会本部 電話 39-1288 
五所川原市役所 公35- 2111 	平成12年 8 月 1日 6 
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舞
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作
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習
会
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（
五
所
川
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公
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3
5)
7
 <
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ー〈b
 

◇
運
動
期
間
 

8
月

1
日
因

ー
 

8
月

1
2日
出
 

◇
重
点
推
進
事
項
 

1
．
女
性
と
子
供
に
対
す

る
防
犯

対
策
の
推
進
 

2
‘
盗
難
の
防

止
 

3
．
け
ん
銃
の
根
絶
と

暴
力
の
追
放
 

4
．
少
年
非
行
の
防
止
と

有
害
環

境

の
浄
化
 

◇
少
年
に
関
し

て
の
 

悩
み
や
相
談
は
 

ヤ
ン
グ

テ
レ
ホ
ン

へ
 

夏
の
地
域
安
全
運
動
実
施
 

wみんなでフぐろう安心の街ク 

今年もお盆期間中、お墓参りをする方々のた

めに、市の臨時バスを運行します。 

◇料金 営業所より 350円 

駅 前より 330円 

松島団地より 220円 

月 	日 営業所発 駅前発 松島団地発 墓地着 墓地発 

ii: 00 11 :15 ii: 25 11: 40 12 :10 
8/13（日） 

14 : 00 14 :15 14 : 25 14 : 40 15 :10 

8/14C) 16 : 00 16 :15 16 : 25 16 : 40 17 :10 

8/15(}<) 16 : 00 16 :15 16 : 25 16 : 40 17 :10 

8/20（日） 14 : 00 14 :15 14 : 25 14 : 40 15 :10 

◇運行経路（各停留所停車）・ 

営業所ー駅前 松島団地一墓地 

都市計画課 内線323 

五 

所 
川 

発
生
 

死
者
 

傷
者
 

青森県内 五所I順警察署管内 

（平
成
1
1
2

年
7
月
2
0日
現
在
）
 
 

交
通

事
故
概

要
 

交
通
安
全
は
家
庭
か
ら
  

4,756 
(+323) 

191 
H 4) 

毎
月

ー日は、

県

民交通

安

全の日 

五
所
川
原
市
交
通
安
全
対
策
協
議
会
 

原
 
警
 
察
 
署
  

65 
(+ 	9) 

0 
(-4) 

5,967 
(+638) 

242 
(+8) 

J
 

女
性
の
求
職
者
に
対
し
、
就
業
に
必
 

要
な
技
術
等
の
講
習
を
実
施
し
、
就
業
 

の
援
助
を
図
り
ま
す
。
 

●

8
月
2
8日
回
5
1
0月
2
0日
岡
の
月
・

水
・
金
曜
日
 
2
1日
間
 

9
時
3
0分
、
1
5時
3
0分
 

東
北
職
業
能
力
開
発
大
学
校
附
属
 

青
森
職
業
能
力
開
発
短
期
大
学
校
 

◇
応
募
資
格
 
パ
ソ
コ
ン
操
作
と
ワ
ー
 

プ
ロ
ソ
フ
ト
 「
ワ
ー
ド
」
 
を
学
び
、
 

●

9
月
2
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岡
・
2
3日
田
・
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4日
回
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2
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国
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3
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田
・
1
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1
日
卿

◇
会
場
 
青
森
市
福
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増
進
セ
ン
タ
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「
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わ
せ
プ
ラ
ザ
」
 

◇
受
講
料
 

3
5
0
0円
、
6
5
0
0
円
 

◇
募
集
人
員
 
7
0名
 

◇
申
込
締
切
 
9
月
1
日
圏
 

※
詳
し
い
内
容
、
時
間
等
に

つ
い
て
は

お
電
話
に
て
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。
な
お
、
申
し
込
み
用
紙
は
福
祉

事
務
所
高
齢
福
祉
課
に
あ
り
ま
す
。
 

地
域
の
活
動
、
学
校
の
活
動
、
職
場

の
活
動
に
生
か
せ
る
、
大
道
具
や
照
明
、
 

音
響
に
つ
い
て
の
実
技
を
主
体
と
し
た

基
礎
的
な
技
術
指
導
を
い
た
し
ま
す
。
 

●

8
月
1
9日
田
・
8
月
2
0日
回
 

9
時
3
0分

、
1
6時
3
0分
 

ふ
る
さ
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交
流
圏
民
セ
ン
タ

ー
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講
師
 
園
ス
テ
ー
ジ
テ
ッ
ク
 

◇
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講
料
 
無
料
 

◇
受
講
対
象
者
 
一
般
、
高
校
生
 

◇
申
込
期
間
 
8
月
1
5日
因
ま
で
 

◇
そ
の
他
 
服
装
は
動
き
や
す
い
も
の
 

で
、
昼
食
持
参
と
な
り
ま
す
。
 

ワ
ー
プ
ロ
検
定
3
級
取
得
を
目
指
し
、
 

就
業
を
希
望
す
る

4
5歳
ま
で
の
女
性
 

で
、
全
日
程
を
出
席
で
き
る
方
。
 

◇
募
集
人
員
 
2
0名
 

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
。
 

◇
受
講
料
 
無
料
（
た
だ
し
、
教
材
費
 

4
5
0
0
円
）
 

◇
持
参
す
る
も
の
 

ノ
ー
ト
、
筆
記
用
具
 

◇
申
込
期
間
 
8
月
9
日
困
、
1
1日
国
 

9
時
、
1
5時
3
0分
 

◇
申
込
方
法
 
五
所
川
原
相
談
所
へ
直
 

接
お
越
し
く
だ
さ
い
。
 

オルテンシア8月の催し物案内 ふるさと交流圏民センター TEL33-2 111 

日 曜日 催 	 物 開演 入場料 日 曜日 催 	 物 開演 入場料 

」
  

[D
  

土
  

五所川原フレッシュコンサート 15:00 入場料 
500円 

小
 
ホ
 
ー
 
ル
  

6 日 ピアノ発表会（中里音楽教室 J 13:00 無 料 
10 木 平成12年度 甲種防火管理講習会 9:15 関係者 人

 
ホ
 
ー
 
ル
 
 

6
  

日
  

青森県歌謡選手権大会 12:00 

前 売 
800円 

当 	日 
1,000円 

11 金 
19 土 

舞台設備操作技術講習会 9:30 無 料 20 日 
22 火 北五教育委員会連絡協議会教職員等研修会 14:00 関係者 

19 土 
舞台設備操作技術講習会 9:30 無 料 

26 土 第12回ピアノ発表会（古川恵音楽教室） 13:00 無 料 
20 日 27 日

  

ミュージックハウス 
ぽこあぽこ音楽教室発表会 12:00 無 料 23 水 住友生命全国縦断チャリテイーコンサート 18:30 招待券 
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ホームノ＼ルパー養成研修2級・3級課程 
受 講 者 募 集 

社五所川原市シルバー人材センター公(34) 8844 

ホームヘルパー養成研修 2級・ 3級課程の受講 

者を募集します。 

◇実施期間 

<3級〉9月 8 日～21日のうち10日間（50時間） 

<2級〉10月 3日～11月 7日のうち20日間 

(104時間） 

◇受付期間 8月21日～ 8月25日 

◇募集対象者 60歳台前半層の方（年齢について 

はご相談下さい） 

◇定員 20名 

◇受講申込の方法 囲五所川原市シルバー人材セ 

ンターへお申込み下さい。 

会社などを退職して、年金を受けている方に 

退職者医療制度のこ案内 

国保年金課 
	

内線214・215 

会社などを退職された方が、利用できる国保の 

制度です。 

◇退職者医療制度の対象となる人 

●国保に加入している人。 

●老人保健制度の適用を受けていない人。 

●厚生年金や各種共済組合などから老齢退職年金

を受けている人でこれらの加入期間が20年以上、 

若しくは40歳以降の加入期間が10年以上ある人。 

●退職被保険者と同一世帯の被扶養者で、主とし

て退職被保険者により生計を維持している人。 

（ただし、年間収入が一定基準額を 

超える人は被扶養者にはなりません。） 

◇医療機関に支払うー部負担金は？ 

●退職被保険者本人】外来・入院ともに 2割 

●被 扶 養 者】外来 3割、入院 2割 

（入院時の食事及び外来時の薬剤は、 

別途負担があります。） 

◇資格ができるのは？ 

●年金受給権が発生した日から適用となります。 

（年金証書が手元に届いたら 

14日以内に届け出を！) 

◇適用を受けなくなるとき 

●老人保健制度による医療を受けることになった

とき。 

●退職被保険者本人が亡くなったとき。 

（この場合、被扶養者は 

一般の国保被保険者となります。） 

◇届け出に必要なもの 年金証書・保険証・印鑑 

融 資 の こ 案 内 

地元企業の繁栄を支援する保証制度 

青森県信用保証協会五所川原支所 fi(35) 41 2 1 

市では青森県信用保証協会と、中小企業者の事

業資金にかかる借入を円滑にするため、次の特別

保証制度を実施しています。 

無担保保証の場合は、保証料率をさらに0.05% 

引下げし負担の軽減を図るとともに、地元企業者

のご利用しやすい制度として、きめ細かな対応を

していくことになっています。大いにご利用くだ

さい。 

◇特別保証制度 

項 目 保証金額 期 間 貸付利率 保 証 料 

⑥簡易小口 

資 	金 
1,000万円 5年以内 

年 率 

3.50％以内 

年 率 

0.85% (0.80%) 

⑩近代化 

資 	金 
2,000万円 7年以内 

年 率 

3.80％以内 

年 率 

0.85% (0.80%) 

( ）は無担保保証の料率です。 

※無担保、無保証人制度も扱っています。この場

合の保証率は0.68％と一層引下げした取扱いと

なっています。 

シルバー人材センターからのお知らせ 
お役にたちます！地元の元気な高齢者 'V 

市福祉事務所 2階 
社五所川原市シルバー人材センター容(34) 8844 

シルバー人材センターは、健康で働く意欲ある

高齢者の新しい就職システムです。 

地域の発展に寄与することを目的として運営さ

れている公益的な団体で法律により労働省・都道

府県・市（区）町村の援助を受けています。 

シルバー人材センターには豊かな知識・経験を

生かせる仕事がいろいろあります。 

◇業務内容 

●事務分野 一般事務、毛筆筆耕、あて名書き等 

●サービス分野 福祉、家事援助サービス 

●管理分野 駐車場管理等 

●技術を必要とする分野 ふすま張り、大工仕事

植木手入れ、和・洋裁等、ペンキ塗り 

●屋内外の軽作業 清掃、樹木消毒、除草、草刈

り、その他（車の運転、農作業、片づけ作業） 

◇新会員募集 60歳以上で、まだまだ元気だから

働きたいーという方） 

※市内に居住しいておおむね60歳以上で働く意欲

のある健康な人なら、いつでも会員になること

が出来ます。 
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みんなの健康教室 ひりょうず（がんもどき）I 

アーマ 

エ．コ 

クッキング④ 

五所川原市食生活改善推進員会 

はつらつ女性課 内線234・236 

エコマーク 

心 	ク 

青森県総合福祉センター 
なつどまり「希望の家」現地親子指導 

就学前のお子さんと保護者の方に対して、 

遊びを通して子育てや発達についてのアド

バイスを行ないます。 

お子さんと一緒に参加してみませんか。 

◆日 時 平成12年 9月19日因 

9時30分～15時 

◆対 象 就学前の幼児と保護者10組程度 

◆会 場 五所川原市保健センター 

◆内 容 親子体操、リズム体操、製作 

（簡単にできるおもちゃづくり）、 

おやつ作り等 

◆費 用 

昼食代1人 500円 

◆申込締切 	 尋 

8月28日囲 

◆申込先 

はつらつ女性課 

対

会

内
 

象

場

容
 

◆
◆
◆
 

ノ7一 

◆日 時・・・8月25日金 13時～14時 

◆場 所…保健センタ-3階ホール 

◆テ マ・・・『肥満大敵』 

◆講 師…江渡諒治先生（江渡内科医院） 

◆主 催・・・」ヒ五医師会・五所川原市民保健協議会 

健 康 相 談 
‘ 各地区での身も叱、もさっぱりする健康相談 

◆内 容・・・心の相談、病気の相談、血圧測定など 

保健婦が相談に応じます。 

◆持参するもの・・・健康手帳（お持ちの方） 

開催場所 開催月 日 開催時間 

コミコー二二．テイ 

センター飯詰 
8月 7 日（月） 10 : 30-12I 00 

成人の相談日 

開催場所 開催月 日 開催時間 

働く婦人の家 
保健センター 

8月 9 日（加 
10: OO-12 :00 
13 : 00へ一 15 : 00 

材 料（ 4人分） 

ノ生揚げ 	1 枚・・・油抜きし水気をふきとる 
むきエビ（小） 70g" 8尾残してぶつ切り 
生しいたけ 

A 人参 	 30 g …細いせん切り
あさつき 4,-5 本・・・5 ミ I)に刻む
黒ごま 大さじ 2 卵黄 1個分 

、片栗粉 大さじ 1 	塩 小さじ 1/2 

揚げ油 2 カップ 
	/ 

作り方 

①生揚げはフードプロセッサー又はすり鉢でする。 

②①にAを加えてよく混ぜ合わせる。 8等分し、手に 

油を塗って 1 センチ厚さの円形にまとめ、中央に飾 

り用のエビを埋め込む。 

③フライパンに分量の油を入れ②を静かに入れる。 

途中でうら返し、色良く揚げる。 

④皿に盛り、くし形に切りレモンを添える。 

1回に揚げるのは4個まで。 

少ない油でもがJッと揚がります。 

残った油は捨てないで妙め物などに。 

環境への思いやりです。 
三森 萄文子会長 

嬬医編番医 

月 日 曜日 医療機関名 所 在 電 話 

8月 6日 ［
口
 

図佑生会 
佐藤内科小児科医院 

五所川原市字
弥生町4-2 

35-4155 

8月13日 日
  

櫛引クリニック 
五所川原市字
鎌谷町75-1 

33-1155 

※ 1．対応時間（電話で確認）午前 9時から午後 5時まで。 

2．その他、消防署（救急医療案内云34-4999）で紹介します。 

はつらつ女性課 内線237 

爵 
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